
 
 
 
 

 
 

  

 「第３回城崎・港地域デザイン懇談会」を、８月５日（木）城崎振興局大会議室で開催

しました。「地域デザイン懇談会」とは、地域に必要な施設・公共サービスの提供機能につ

いて、市民の方々と一緒に議論する場です。 

  

 

＜懇談会の様子＞ 

 

 

 

 

 

●懇談会の様子● 

  

●議論した主な施設●  

第３回城崎・港地域 

デザイン懇談会を開催しました 

 

〈城崎国際アートセンター〉 

第２回目の懇談会で「施設（ハコモノ）自体への意見」と「施設でのサービスへの意

見」に区分し議論していただきましたので、その結果について振り返りを行いました。 

次に、前回の結果、各施設の面積や更新に係る費用も参考にしながら、「工夫をして

面積を削減できないか」、「機能・役割を移転、統合できないか」などを各グループで議

論していただきました。年代別グループで、大変活発な議論をしていただき、最後に各

グループワークの結果を発表し、全体での共有を行いました。 

回覧 

  

〈城崎文芸館〉 

     〈エコハウス〉 

 など・・・ 

※次回開催日は決まり次第、ホームページ等でご案内いたします。 



 

 

 

参加者の皆さまからの意見の一部を紹介します 

◆ご意見・ご感想◆ 

・使用していなくてまだ十分使用できる場所をもっと詳しく資料にまとめるなどして、有効

活用できたら良いなと感じる。知らないことが多いので、いろんな人が知れると良い。 

・住民の暮らしが安心安全になる統廃合を考えてほしい。サービス低下はさせないように。 

・自分では思いつかないような新しい意見が聞けたので良かった。 

・他地域の方と意見を交換出来て、新しい発見があって良かった。 

・普段手に入らないデータをたくさんいただきありがたい。しっかり活用したいと思う。 

・学校関係がなくなるのはつらいけど必要なこと…限りある財政。何を大切にするかが問わ

れている。 

・施設が大きな地区に偏らないようにしてほしい。 

・各施設の見学会みたいなことができないかな。        

【参加者アンケートより】 

【お問い合わせ先】

公共施設マネジメント推進室 電話 21-9129 

城崎振興局 地域振興課    電話 21-9065 

当日の配布資料など、詳細は市

ホームページをご覧ください。 

       

・エコハウスは新しく、綺麗だが、市民にも観光にも必要かどうか疑問である。 

      ・健康福祉センターは建物（ハコ）をコンパクトに変える。 

      ・健康福祉センターとして、エコハウスを活用してはどうか。 

     ・中学校については城崎、港を統合してはどうか。 

→部活動の選択や通学距離の問題等。 

                                            

 

      ・城崎アートセンターは、アーティストは無料、市民は有料。減免してほしい。 

      ・健康福祉センターはお風呂等機能低下しているが、市民には必要。 

      ・城崎文芸館は活かしきれていないのでは。 

      ・ホール関係は各旧町に一つずつあったら良い。 

                                            

 

      ・城崎文芸館をアートセンターもしくは麦わら細工伝承館と統合。 

      ・民間や県で運営できるものはそちらで運営してもらう。 

      ・市営住宅は、部屋が空いているものは統合していく。 

      ・家賃補助支援に変更し、民間アパートへの入居も。 

      ・これだけたくさんコウノトリが飛んでいる 

                    →ハチゴロウの戸島湿地は必要なのか？ 
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